
3年間の限定保証：この製品には、3年間の保証と生涯の技術サポートが付いています。 問題が発生した場合は、遠慮なくsanfantvip@outlook.comまでご連絡ください。 
ビデオガイド：Youtubeで「KenneasSC-1スイッチコントローラーユーザーガイド」を検索してください。

ステップ1：スイッチコンソールでコントローラーオプションを見つける-クリックしてグリップ/
順序を変更します（図1/2を参照）。

ステップ2：4つのLEDライトが交互に点滅するまで、コントローラーのホームボタンを3～
5秒間押し続けます。 これは、コントローラがペアリングモードに入ったことを
意味します。

ステップ3：コンソールの指示に従って、コントローラーをコンソールに接続します
            （図3を参照）。
接続すると、コントローラーのライトの1つが点灯します。

ボタンでターボ機能を設定できます：（A / B / X / Y / L / ZL / R / ZR）

A.手動加速機能：加速ボタン（Tボタン）と設定したい機能ボタンを押してください。

同時に、手動加速機能がオンになります。

B.自動加速機能：ボタンを自動加速に設定するには、最初に手動加速に設定する必要

があります。 手順Aに従います。 次に、加速ボタン（Tボタン）と機能ボタンを同時に押すと、

自動加速状態になります。

C.ターボ機能を削除する方法：ターボボタン（Tボタン）と設定した機能ボタンを同時に押して、

ターボ機能を削除します。

複数のボタンのターボ機能を一度にクリアする方法：ターボボタンを3秒以上長FF、

「-」ボタンを押してすべてのボタンのターボ機能をクリアします。

ターボ速度の調整方法：自動ターボモードでは、矢印キーのTボタンとUPボタンを同時

に押して、ターボ速度を上げます。 ターボ速度を下げるには、矢印キーのTキーとDOWN

キーを同時に押します。 3つのターボ速度があります：8HZ / 12HZ / 15HZ、デフォルト速度

は12HZです。

振動は、弱振動、中振動、強振動の3つのレベルに分けられます。接続状態で、4つのボタン

（L、R、ZL、ZR）を同時に2秒間押して、振動強度を調整します（コントローラーは調整された

時間ごとに振動します）。 初期のデフォルトの振動強度は中です。

*前に、コントローラーがコンソールに正常に接続されていることを確認してください。

コントローラのホームキーを1回押して、コンソールをスリープ解除します。 その後、4つのLED

が交互に点滅します。

ノート：スイッチコンソールをウェイクアップするには、ホームボタンを1回押すだけで、ホームボタ

ンを長押ししないでください。そうしないと、コントローラーがコンソールから切断されます。

*ノート：
1）2.5分以内に接続を完了してください。そうしないと、コントローラーがスタンバイモード
になり、接続障害が発生する可能性があります。
2）接続中にコントローラーのジョイスティックを動かさないでください。動かさないと、ジョ
イスティックがドリフトする可能性があります。

バッテリーmAh：600

充電：

4つのLEDライトが完全に

充電されています：4つの

LEDライトがオフになって

います10時間の連続再生、

約2～3時間の充電

次の3つの手順に従います:

1.コンソール機内モードをオフにします。

2.スイッチコンソールでコントローラーの情報パスを

削除します。システム設定-コントローラーとセンサー

コントローラーを切断します。

3.最初の接続とペアリングの手順に従います。

SWITCH用のKenneasワイヤレスコントローラーのクイックスタートガイド

初めてのペアリングと接続 コンソールをウェイクアップする方法

振動強度を調整する

ターボ機能

インジケーターライト 接続することができません
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FCC Statement
This device complies with part 15 of the FCC rules. Operation is subject to the following 
two conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device 
must accept any interference received, including interference that may cause undesired 
operation. 

Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for 
compliance could void the user's authority to operate the equipment.

NOTE: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class 
B digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to 
provide reasonable protection against harmful interference in a residential installation. 
This equipment generates uses and can radiate radio frequency energy and, if not 
installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not 
occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful interference to 
radio or television reception, which can be determined by  turning the equipment off 
and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures:
•Reorient or relocate the receiving antenna.
•Increase the separation between the equipment and receiver.
•Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected.
•Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

The device has been evaluated to meet general RF exposure requirement. The device 
can be used in portable exposure condition without restriction.


